
 

【特別寄稿】   設立３０周年に思う！ 

 
                      会長 大浜 尚子 

 

あの悲惨な「阪神・淡路大震災」が１月１７日に起き、そしてあの

忌まわしい「地下鉄サリン事件」が３月２０日に起こった平成７

年。 

 その年の４月１日(１９９５年)、私たちの駒場ラジオ体操

会は正式に設立されました。今日が３０回目の設立記念

日。設立時には２８人の世話人のご尽力があったと記録

に残っていますが、会のルーツをたどると、その１０年

以上も前の昭和５７年(１９８４年)の秋にリニューアルな

った駒場公園に、カセットラジオを持参してラジオ体操

を楽しむ人の輪ができたと聞いています。 

 その先人たちが、まだ集まる仲間も少なかった頃にも

かかわらず市当局に陳情して、昭和６３年１１月に現在の 

タイマーで自動的に放送スイッチが入るスピーカーをメイ

ンスタンドにつけてもらいました。この偉業を私たちは今、毎

朝享受しているわけですね。 

    記録によれば、設立当時の平成７年度末の維持会員は１２６人とな

っています。その後は順調に増えていきましたが、何年間も１００人台で推移してきました。と

ころが平成２５年(２０１３年)７月に市の「長寿応援制度」をスタートさせたところ、加入する会

員も増加の一途をたどり令和６年３月末には４０１人を記録し、ついに４００人の大台を突破

するまでになりました。 

 また、１年を通じてチビッ子達がやって来て前に出て大きな声で体操をリードしてくれるの

も、私たちの会の特徴です。地域が一つになってラジオ体操を楽しんでいるという証でしょう。

こんな活動が評価されて、平成２９年には内閣府担当大臣から「社会参加活動事例」として

認定を受け、また令和２年には、優良団体として、NHK・全国ラジオ体操連盟・かんぽ生命

の 3者連名による全国表彰も受けました。 

 ラジオ放送だけで楽しめる健康づくり、地域のコミュニティーづくり、そしてシニアの生きが

いづくりを支えるラジオ体操は、令和 10 年には NHK での放送開始 100 周年を迎えます。

私たちの駒場ラジオ体操会も設立 50周年、100周年と続いていくよう願いたいものです。 

 「設立３０周年」を記念して、会として来月には会員全員に“記念 T シャツ”をお配りするとと

もに、会員の皆様全員を対象に“アンケート”を実施し(本号に挟み込んであります)、回答を

集計・取りまとめて発表することにしていますので、楽しみにお待ちください。 
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